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合，アミロースーアクリ lレアミド一水系ではアミロース 1%，アクリ Jレアミド 2%の水溶液を全線量4.6x























づく極限粘度数の高い分画 CG-2) は， 最近の研究で添加デンプン加工物中最優秀とされているエピクロ
Jレヒドリンで橋かけしたトウモロコシデンプンに匹敵する好成績であったう T 線照射デンプンや前照射法
によるグラフトポリマーは T 線による崩壊が著しいため P 強力なゲ、ノレは形成できなかったっ陰極司鉛防食
性はし、ずれも未照射デンプンよりも劣り，特に一般にグラフトポリマーには寓食を促進することがみられ
7こっ
レオメーターにより測定したレオロジー的性質については1.25 X 106 r 照射ジャガイモデンプン，ゲラ
フトポリマーは共に未照射デンプンと同様に擬塑性流動を示し，特に共存照射法によるアミロース アク
リノレアミド系グラフトポリマーが最も大きいチキソトロピーを示した。また1.25 X 106 r 照射デンプンば
非常に低いチキソトロピーを示し，これ以 tの照射量では擬塑性流動を示きなくなることがわかったう
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つぎに照射デンプンおよびグラフトポリマーについて， Aspergillus oryzae, Penicillium notatum, 















重合物の特性を検杏して， ζ れらを種々の工業的目的に使用する可能性を検討した p これらの結果を木論
文 4 編 12 章にまとめたっ
第 1 編ではジャガイモデンプン粒に r 線を照射して，その物理化学的および酵素化学的性質の変化を検
討したの照射全線量の増加とともに照射デンプンの極限粘度数， V. 1. Viscogram による粘度，ヨード呈
色度， αーアミラーゼ、による分解率は減少し， 還元値，アノレカリ数，カノレボキシル基合量， )レボニル数は
増加する。また β アミラーゼによる分解率の変化，紫外線および赤外線吸収スペクトルの変化がみとめ
カられたっつぎに同じデンプンに107~108 r 程度の高線量照射を行なったもののペーパークロマトグラフ
イーにより Dーグルコース，マノレトース， 種々の重合度のデキストリン， Dーグ Jレクロン酸，および D-ア
ラピノースを定性的に検出し，このうち比較的多量に生成する Dークツレコースおよびマルトースをイオン
交換樹脂カラムクロマトグラフイにより分離定量を行なったっまたデンプンに γ線照射した場合に発生す
る気体をガスクロマトグラフィーにより検し， 107 r 照射では水素，炭酸ガス，一酸化炭素を確認した。
これらの結果，デンプンはセルロースと同じように γ線照射によって主鎖の崩壊をうけることおよび崩壊
にともなって酸化もいくらかおこることがわかったロ
第 2 編ではデンプンの田鎖成分であるアミロースを抽出し，これに真空中で γ線照射を行なったときに












ミロース 1%. アクリノレアミド 2%の水溶液を全線量 4.6X 105 r で照射した場合が最も良好な結果が得ら
れたっこの場合グラフト収率(グラフトポリマー量/全幹ポリマー量 x 100) は80%に近い。全線量を8.3
x105 r にあげた場合には，前の場合に得られなかった架橋化ポリマーが少量生成した。



























デンプンや前照射法によるグラフトポリマーは γ 線による崩壊がし 1 ちぢるしいため，強力なゲソレは形成で
きなかった。また陰極主鉛防食性はいずれも木照射デンプンよりも劣ることがみられた。
レオメーターにより測定したレオロジー的性質については1. 25 X 106 r 照射ジャガイモデンプンおよび
グラフトポリマーはいずれも未照射デンプンと同様，擬塑性流動を示し，とくに共存照射法によるアミロ
ースーアクリルアミド系グラフトポリマーが最も大きいチキソトロピーを示した。また， 1.25 x 10 6 r照射
デンプンは非常に低いチキソトロピーを示し，これ以上の照射量では擬明性流動を示さなくなることがわ
カ〉っ fこの
つぎに照射デンプンおよびグラフトポリマーについて， Aspergillus oryzae, Penicillium notatum, 
Rhizopus stolonifer, Mucor hiemalis，および Bacillus su btilis の微生物繁殖試験の結果，アミロースーア
クルアミド系グラフトポリマーはいずれの微生物に対しでもすぐれた抵抗性を示し，従来のデンプンノリ
にくらべて寓敗し難い性質のものであることがみとめられたっ
以とのごとく著者はデンプン成分に対する放射線の作用を明らかにし，それに基づいて種々のグラフト
ポリマーを合成し，これらの新しいデンプン加工物の構造と性質をしらべ，さらにそれらの工業的利用の
可能性を示したっこのように著者の研究はデンプンの放射線化学およびその利用工業の発展に貢献すると
ころがいちぢるしいうよって木論文は陣士論文として価値あるものとみとめる。
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